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2015年、今年は北京会議から
20年と聞いたけれど、
北京会議ってどんな会議
だったんだろう？
・『北京で燃えた女たち―世界女性会議’95』
松井やより著 岩波書店 1996
1995年、国連が主催した第4回世界女性会議（通称・
北京会議）に世界中から5万人もの人が参加しました。
開催までのいきさつから、議論の内容、女性問題解決
のために採択された「行動綱領」、日本の課題などを、
実際に会議に参加した著者の視点から分かりやすく解
説したハンドブックです。
1
国ごとに見る・・・
・『男女機会均等社会への挑戦』
岡沢憲芙著 彩流社 2014
高齢化、少ない女性議員数、根強い性役割二元論など、
日本の現状の課題を踏まえた上で、スウェーデンの福祉や
男女共同参画への取り組み、現状を紹介しています。
・『フランスのワーク・ライフ・バランス
男女平等政策入門 ：EU、フランス
から日本へ』
石田久仁子、井上たか子、神尾真知子
中島喜美子編著
パド・ウィメンズ・オフィス 2013
女性労働力率と出生率がともに高い、“女性たちが働き続
けられる”フランスのワーク・ライフ・バランスについて書か
れた本です。女性の生き方に関わる女性の人権の問題や
男性も参加する市民活動の問題も取り上げています。
6
北京会議では「行動綱領」が
採択されたけれども、
日本の男女共同参画の現状
はどうなっているのだろう。
・『男女共同参画統計データブック：
日本の女性と男性 2015』
男女共同参画統計研究会編
ぎょうせい 2015
2003年から3年ごとに発行しているデータブックの最
新版です。14分野の各種統計データを、男女共同参画
の視点からわかりやすく解説しています。
用語解説や関連文献、ウェブサイト案内の付属資料
も充実しており、日本の男女共同参画の現在を知るた
めには必携の1冊です。
3
もっと詳しく知りたい方へ・・・
・『平成27年度版 男女共同参画白書』
内閣府男女共同参画局 編集・発行 2015
日本の男女共同参画社会形成の現状から、これまで講じ
た施策、これから講じる施策まで幅広くまとめられています。
・『JAWW NGOレポート 日本語概略 北京+20にむけて』
JAWW 2014
JAWW(Japan Women’s Watch 日本女性監視機構)による
レポートです。
北京行動綱領に沿った12テーマに加え、全20の幅広い視
点から、日本の現状とこれからの課題を記しています。
4
日本の男女共同参画は国際的
に見て進んでいないと言われる
けれども・・・
男女共同参画の進んでいる国
ではどのような取り組みが行わ
れているのだろう？
5
・『政党をより強くするための女性のエンパワーメント』
内閣府男女共同参画局 2013
平成24年3月に国連開発計画（UNDP）が発行したものを、
内閣府が仮訳した、女性の政治参加促進のためのガイド
ブックです。
憲法にクオータ制（割当制）を定め、国会に占める女性議
員率が世界一のルワンダ、男性指導者が女性の政治参加
を進めたスペインなど、世界各国の女性の政治参加を高め
る好事例が紹介されています。
北京会議をどう生かすか・・・
・『元気になりたい！女の本 ：
北京世界女性会議からあなたへ』
Human Rights of Women の会著 日本評論社 1996
北京会議だけでなく、第1回～3回の世界女性会議などにつ
いてもまとめられています。日本女性の問題と戦略がＱ＆Ａ
形式で分かりやすく紹介されています。両性平等な社会をつ
くるために持つべき意識やするべき行動についても述べられ
ています。
現在も20年前と同じような課題が残ることが分かります。
『北京発、日本の女たちへ：
世界女性会議をどう生かすか』
アジア女性資料センター編
明石書店 1997
北京会議の参加者によるセミナーの記録。北京会議の意義
や21世紀への課題などが書かれています。
女性の人権が守られる社会にするための行動指針として
役立つ一冊です。
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